
















要    約

 幼児期の母子関係が子どもの「思いやり」の形成にどのような影響を与えるかについて、

相互作用とモデリングという視点から検討した。4 歳児と 5 歳児の母親 241 名を対象に質

問紙を実施した。分析の結果、年齢や男女によって結果は異なっていたが、一般的に「誘

導的ストラテジー」「向社会的行動」「愛他心」「道徳観」「共感性」などを豊かにもってい

る母親との相互作用を通じて、子どもは思いやりを形成してゆくことが示唆された。


